

















































られる。そこで，昆虫で広く保存された JH合成経路に注目し，No. 1と No. 2の脱皮後 0-1日目，2-3
日目，4-5 日目の個体を用いて，各遺伝子の発現解析を行った。その結果，解析した 13 遺伝子のう




知られている。そこで次に，No. 1と No. 2の脱皮後 0および 3日目の脳内 DA量を，HPLCにより
測定した。その結果，No. 1でのみ脳内 DA量が３日目に上昇した。この時期には，DA合成遺伝子















 最後に，No. 1における DAシグナルの活性化と ZnNLazの発現上昇との関係を解析した。
まず，生殖虫との個体間コミュニケーションを変化させた場合に生じる影響を調べた。その結果，
王のみ存在する条件下では，No. 1からの前兵隊分化率が有意に低下した。No. 1の ZnNLaz発現は，
女王または王のみ存在する条件下では，両者とも存在する条件下よりも有意に低かった。しかし，
No. 1の脳内 DA量には違いが見られなかった。次に，ZnNLazの RNAi処理後の No. 1を用いて，脳
内 DA量を測定したところ，コントロールとの有意な違いは検出されなかった。一方で，DA受容体
拮抗剤で処理した No. 1の ZnNLaz発現は，コントロールと比較して有意に変動した。以上の結果は，
脳内の DAシグナルの活性化は，ZnNLazの発現に影響を与え，女王との個体間コミュニケーション
を介して前兵隊分化を引き起こす可能性を示す（第 4章）。 
本博士論文では，ゲノム情報を利用できるネバダオオシロアリの初期巣の兵隊分化に注目
し，未知の至近機構の解明を目指した。その結果，これまで解析する手立てすらなかった JH量上昇
前の時期における，兵隊分化の初期要因を明らかにすることができた。特定した重要因子は，生殖
虫との栄養交換行動と関係することが示されたが，何れの因子も他の昆虫で広く保存されている。
シロアリ類がゴキブリ様の祖先群から進化した過程で，各因子が親子間の個体間相互作用を制御す
る新たな機能を獲得した可能性も考えられる。今後，カースト分化機構を包括的に理解するために
は，各因子の他のカースト分化調節における役割（特に JHやホルモンとの関係）や，他のシロアリ
や近縁群（特にシロアリの姉妹群であるキゴキブリ）における機能を調べる必要がある。 
